ユニット　５　会話でもよく使う「たとえ」の表現

1. たとえ、例え、「仮に、もし．．．としても」と言う意味。

· たとえその事実を知っていたところで、私の気持ちはかわらない。

2. 「N/Na　だの　N/Na だの」「A/V 　だのA/V　だの」「やら」「とか」のようにいくつかのものをあげる言い方だが、

· 彼女は市場に出かけると、肉だの野菜だの持ちきれないほど買って来た。

· 彼はやれ給料が安いだの休みが少ないだのと文句が多い。

· 彼はいつ会っても会社をやめて留学するだのなんだのと実現不可能なことばかり言っている。

3. Nといい、Nといい

· 社長といい、専務といい、この会社の幹部は eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふるくさい),古臭い)頭の持ち主ばかりだ。

· 娘といい、息子といい、遊んでばかりで、全然勉強しようしない。

4. V−ようがV−ようが　正反対、あるいは eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(るいじ),類似)の意味のことがらを重ねて述べ

· 出かけようが家にいようが、あなたの自由だ。

· みんなに笑われようが馬鹿にされようが、気にしない。

5. V—ようがV−まいが

· あなたは出席しようがしまいが、私は出席します。

· 勉強をやろうがやるまいが私の勝手でしょう。

6. Nであれ、Nであれ　　「どちらの場合であっても」の意味。

· 晴天であれ、雨天であれ、 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じっしけいかく),実施計画)は変更しない。

·  eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びんぼう),貧乏)であれ、金持ちであれ、彼に eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たいする),対する)気持ちは変わらない。

7. 「NなりNなり」「V−るなりV−るなり」

· 彼の父親なり母親のなりに相談しなければならないだろう。

· 東京なり大坂なり、好きな所で生活すればいい。

· 叱るなり褒めるなり、はっきりとした態度を取らなければだめだ。

8. Nのこととて、Vこととて　

· 子供のこととて、 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おおめ),大目)に見てはいただけませんか。

· 慣れぬこととて、失礼をいたたします。

9. N＋とあって、V＋とあって、「．．．．と言う状況ので」

· 今日は三連休とあって、全国の eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こうらくち),行楽地)は家族連れの観光客でにぎわいました。

·  eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(めいが),名画)が無料で見られるとあって、席ははやばや埋まってしまった。

10. V−るべく　V−るべし「．．をするために」「．．．する事ができるように」と言う意味。「するべく」＝「すべく」

· 大学に進むべく上京した。

· 速かに解決すべく努力致します。

·  eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しかるべく),然るべく)処置されたい。
· しかるべき【然る可き】（連語）① そうするのが当然である。「重罪に処せられて―だ」
· 学生はすべ eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(からく),辛く)勉強に励むべし。
·  eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こうせい),後生)恐るべし。
11. V＋べくしてV—た、　同じ動詞繰り返して、当然そうなるだろうと予想されていた事が実際におこったと言う意味。

· この機械の危険は以前から何度も指摘されいた。この事件はおこるべくして起こったと言える。

· 彼が勝ったのは偶然ではない。練習につぐ練習を重ねて、彼は勝つべくして勝ったのだ。

12. ．．．べくもない「．．．することは、とてもできない．．．」「．．．はずもない」

·  eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たぜい),多勢)に eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶぜい),無勢)では勝つべくもない。

· 優勝は望むべくもない。

13. 〜ゆえ、古い言い方。書き言葉。わけ、理由という意味。

· ゆえあって故郷を捨て、この eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ごっかん),極寒)の地に参りました。

· 彼はゆえなく職務を解かれ、失意のうちになくなった。

14. Nのゆえに

· 貧困のゆえに高等教育をうけられない子供たちがいる。

15. ．．．がゆえ

· 女性であるが故にに差別されることがある。

· 親が放任していたがゆえに非行に走る若者もいる。

16. ．．．のはNゆえである

·  eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふゆやまとざん),冬山登山)は確かに死と eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(となりあわせ),隣り合わせ)だ。だがそれでも行くのは冬山の魅力ゆえである。

17. ．．とばかりに、「勘違いしていてそう思いこんでいた」と言う意味で何かのきっかけで、それまで思い違いをしていたことに話し手が気付いたときに用いる。

· 相手チームの調子が崩れた。彼らはこの時とばかりに攻め込んだ。

· 今がチャンスとばかりに攻めかかった。

18. V−んがため、　形は「V−ない」→「V—なん」「する」→「せんがため」。「．．．を目的として」文語的な表現。

· 生きんがための仕事。

· 子供を救わんがため命を落とした。
· 「 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(きかつ),饑渇)の病を療せんがためなり」とある。This is for medical treatment for starvation and thirst.'
19. V−るばかりだ、準備の完了。「V−るばかりにしてある」「V−るばかりになっている」

· 荷物がみんな用意して、すぐにも出かけるばかりにしてあった。

· 料理もできだ。ビールも冷えている。後は、お客の到着を待つばかりだ。

20. N+にとどまらず、N→時間や地域などを表す名詞を受けて、「その範囲には収まらず」「それだけでなく」と言う意味をあらわす。

· その eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(りゅうこう),流行)は大都市にとどまらず地方にも eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひろがって),広がって)いった。

·  eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かんばつ),干ばつ)はその年だけにとどまらず、その後３年間も続いた。

21. N+にひきかえ、話し言葉では「Nにくらべて」を使う

· 兄にひきかえ弟はだれにでも好かれる好青年だ。

·  eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(どりょくか),努力家)の姉に引きかえ、弟は eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なまけもの),怠け者)だ。

22. N＋にもまして　「Xにもまして．．．なのはYだ」、「XにもましてYガ．．．」の形で用いられ、「Xはもちろ．．だが、Yはもっと．．」と言う意味をあらわす。

· 日本の夏は暑い、しかし、暑さにもまして耐え難いのは、 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ ProN W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しつど),湿度)の高さだ。

· 彼はもともとまじめでよく働く人間だが、子供が生まれてからというもの、以前よりのもましてよく働くようになった。

· 何もまして嬉しかったのは、友人の斉藤君と１０年ぶりに再会できたことだった。

· 少子化が進む日本にもまして、台湾は深刻らしい。

23. N＋はおろか、　「XはおろかYさえ／も／すら．．ない」。言うまでもなく。

· 私は、海外旅行はおろか国内旅行さえ、ほとんどいったことがない。

24. N＋もさることながら

· 彼は、大学の成績もさることながら、スーポツ万能で親孝行という申し分のない息子だ。
25. V−んばかり　比喩を使って程度がはなはだしいことを表す。

· デパートは溢れんばかりの買い物客でごった返していた。ごった返す＝混雑する。

· 彼のスピーチが終わると、われんばかりの拍手が沸き起こった。

· 泣かんばかりに頼むので、しかたなく引き受けた。　Almost crying,幾乎．．．要泣出来。
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